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設計コンセプト
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基礎・鉄骨の施工手順を工夫
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　　岐阜・西濃医療センター

西濃厚生病院　完成
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外観南面

３階病室

３階リハビリテーション部訓練室

２階手術室２階講堂 １階総合待合

　本会は、現在岐阜県内５医療圏に８病院と１診
療所を運営しています。
　西濃医療圏にある揖斐厚生病院（揖斐川町：
床）と西美濃厚生病院（養老町：床）では、
施設の耐震化や老朽化などの課題に加え、国・県
が実現を推進する「地域医療構想」への対応を検
討する必要がありました。これらの課題への対応
を踏まえ、本会では将来に亘り必要な医療を継続
して安定的に提供するため、この２病院を病床再
編し、新病院（西濃厚生病院　大野町：床）
を建築することと致しました。この度、無事竣工
する運びとなりましたが、岐阜大学医学部並びに
県、地元の行政機関やＪＡグループなど関係機関
や関係者のご指導ご協力の賜と心から感謝申し上
げます。
　新病院は、救急医療、がん医療等に対応した最
新の医療機器・各種システムなどを備えるととも
に、災害拠点病院として屋上ヘリポート等の設置
や新興感染症の発生に対応する病床等の施設を整
備しました。また、西濃圏域で初めてとなる緩和
ケア病棟（床）を全室個室で整備しました。
　新病院では公的医療機関として、救急医療、災
害医療、感染医療、へき地医療等に積極的に取り
組み、これまで以上に地域に根差した医療を提供
してまいります。今後とも皆様のご指導・ご鞭撻
を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

　
岐
阜
県
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会
︵
Ｊ
Ａ

岐
阜
厚
生
連
︶
が
建
設
を
進
め
て
き
た
﹁
西
濃

厚
生
病
院
﹂
が
完
成
し
た

来
月
１
日
に
は
待

望
の
開
院
を
迎
え

救
急

が
ん

感
染

災

害
な
ど
の
各
種
医
療
に
対
応
し
た
岐
阜
県
西
濃

地
域
に
お
け
る

安
全
・
安
心

拠
点
が
確
保

さ
れ
る
こ
と
に
な
る

設
計
は
Ｊ
Ａ
設
計

施

工
は
五
洋
・
西
濃
Ｊ
Ｖ
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た


　本計画はＥＣＩ発注方式を活用した、系列病院
の機能集約を目的とする床（一般床、緩和
ケア床、地域包括ケア床、回復期４１床）の
災害拠点病院の新築事業です。
　計画地は揖斐川とその支流である根尾川に東西
を挟まれた三角州に位置し、南側の東海環状自動
車道と北側の道の駅がもつ臨時離着陸場の航空経
路を考慮しなければならず、自然環境と交通イン
フラに周囲を囲まれた難易度の高い敷地条件でし
た。河川氾濫に対する水害対策は、工事費縮減を
目的にＥＣＩ事業者と設計内容を検討した結果、
浸水深より地盤を高く盛土造成を行う、輪中集落
の水屋にも似た断面構成を採用しました。
　各階の構成は、１階に受付・ＡＩ問診設備を設
置する総合待合、外来、検査部門、画像診断部門
をワンフロアにまとめることで患者の受診動線を
簡潔にしました。院外処方によって場所的制約か
ら解放された薬剤部門は、病棟との連携を優先し
建物の中央部に配置しています。
　アクセスのしやすい２階中央部に設置した内視
鏡センターは、回遊動線をもたせて上部・下部検
査の効率を高めるとともに、内視鏡治療室を併設
することによって低侵襲治療を牽引します。また、
隣接する健診センターと検査室を共用することで
効率的な運用を促します。
　機能訓練と病棟の連携によって患者の早期離床
を後押しするべく、３階のリハビリ訓練室は、東
西の地域包括ケア病棟と回復期病棟の中央に配置
しました。４階以上の病棟は、当社が設計した系
列他院の病棟構成を発展させ、１看護単位６０床
の大きな病棟に対して看護動線の短縮を目的とし
て、十字を組み合わせた特徴的な形状を採用して
います。「バルコニーの中止」、「独立窓の採用」
のＥＣＩ提案を取り入れたことも相まって、ホテ
ルのような端正な様相を見せています。南面させ
て配置した病棟のデイルームは、濃尾平野の素晴
らしい眺めを、また西濃医療圏で初めて設置され
る緩和ケア病棟専用の談話室からは、ヤマトタケ
ル伝承の地である伊吹山を西側に望むことができ
ます。

　株式会社ＪＡ設計　建築設計部
建築２グループ　主任　佐藤瞬介

１階エントランス
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▷工　事　名／西濃厚生病院施設整備事業
▷工　事　場　所／岐阜県揖斐郡大野町下磯－１
▷建　築　主／岐阜県厚生農業協同組合連合会
▷設計・監理／株式会社ＪＡ設計
▷施　　　工／五洋・西濃特定建設工事共同企業体
▷敷　地　面　積／万，．㎡
▷建　築　面　積／１万，．㎡
▷構造・規模／Ｓ（ＣＦＴ）一部ＲＣ造、６階、塔

屋２階、延べ床面積３万，．㎡
▷工　　　期／年月１日～年８月１日

ＪＡ岐阜厚生連


